
入学おめでとうございます 

６０回生の皆さん、入学おめでとうございます。青森東高校での

生活がスタートして１ヶ月が経とうとしていますが、勉強や部活動

などに励み、これからの高校生活に期待を膨らませながら過ごして

いることと思います。また一方で、新しい環境に緊張したり、不安

を感じたりしている人もいると思います。皆さんが１日も早く高校

生活に慣れ、やりたいことに安心して取り組めるように、１年次の

先生方が一丸となり全力でサポートしていきたいと思っています。 

年次通信のタイトルを『夢限大』としました。生徒のみなさん一

人ひとりはそれぞれ個性を持った唯一無二の存在であり、無限の可

能性を秘めています。皆さんの可能性、挑戦、そして夢が無限大に

広がることを願い、このタイトルを名付けました。将来の夢を大き

く掲げ、好奇心と向上心を持って何事にもチャレンジし、未来を切

り拓いて自己実現を達成する。６０回生の皆さんがそのような人に

なることを期待しています。 

 

生徒会入会式・オリエンテーションを実施しました 

 4 月 10 日、始業式の後に生徒会入会式を行いました。生徒会長の 3 年次東さんに続き、小鹿さんが 1 年

次を代表して挨拶し、全校生徒と職員が見守る中、壇上で握手が交わされました。1年次の生徒たちは先輩

たちに比べるとまだ幼い印象がありますが、きっとこの一年で大きく成長してくれるものと期待していま

す。これまでの伝統を引き継ぎつつ、先輩達と共に青森東高校の新時代を築き上げて欲しいと思います。 

午後からはオリエンテーションが実施され、入学後の高校生活についてのガイダンスが行われました。体

育館で実施されたグループエンカウンターでは、各クラスに分かれて自己紹介・他己紹介やバースデーチェ

ーンなどの集団体験が行われました。初めて話す相手に照れながらも、級友と交流を深めていました。また、

各担任からの所信表明もあり、クラスの団結を強めました。まずはこの一年が充実したものになるように、

互いの個性を認め合い高め合いながら協力し、学習活動や学校行事を通してクラスの絆を少しずつ深めて

欲しいと思います。 

生徒会入会式            他己紹介           担任の所信表明 
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１年次スタッフを紹介します 

１年次主任：野呂和也(数学) 副主任：西山 律子(理科) 

クラス 担 任 副担任 

１組 西山 律子(理科) 益山 里奈(芸術) 

２組 伊藤 啓祐(地歴公民) 今野 拓哉(情報) 

３組 蛯沢 広美(英語) 松岡 隆正(数学) 

４組 川村 隆幸(国語) 小川 昌志(体育) 

５組 力石 友紀子(家庭) 永倉 雅子(英語) 

６組 鈴木 裕嗣(数学) 木戸 智子(国語) 

年次付 

 

落合 敏治(英語)   外崎 廣志(地歴公民)   

隅田 佳文(理科)  佐藤 寿(理科)  

ダニカ・ウィーバー(英語 ALT) 

 

1年間よろしくお願いします！ 

 

朝自習が始まりました 

８：１５～８：３０ 

月曜日  英語 

火曜日  国語 

水曜日  数学 

木曜日  読書 

金曜日  コラム 

 

8:15 に始められるよう、登校時

間には余裕を持ちましょう！ 

今後の主な行事予定（５月） 

日 曜日 行 事 

 9 火 内科検診 

10 水 尿検査③(未検者) 

11 木 遠足(鶴の舞橋・つがる地球村) 

17 水 教育実習開始(5/30まで) 

18 木 防災教育① 5分短縮授業 

22 月 高校総体前 5分短縮授業(6/1まで) 

23 火 10分短縮授業 

24 水 壮行式① 10分短縮授業 

25 木 情報モラル教室 10分短縮授業 

26 金 授業料口座振替 

 

<保護者の皆様へのお願い> 
 

①欠席・遅刻・早退については、

生徒からではなく保護者の方

から Classi を利用して連絡

をお願いします。 

②校内でのスマートフォンの利

用は、登校後から放課後まで

昼休みも含めて禁止されてい

ます。日中のお子さんへの急

を要する連絡は学校へ電話し

てください。 

③入学後しばらくは緊張など

で、お子さんが疲れやすくな

っています。ご家庭でもお子

さんの心と体のケアをお願い

します。 
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